
寒地機械技術チーム 

■除雪車の事故防止のための 
啓蒙資料を作成 
  除雪車注意喚起リーフレット 
  寒地交通事故事例集 
  除雪車安全施工ガイドライン 

■Ｉプラウ衝撃緩衝装置を試作し、試験コースに縁石、 
マンホール蓋縁枠を設置して、車速５～２０ｋｍ/ｈで 
衝突した時の衝撃回避動作を確認 
  右端部装置は 
車速２０ｋｍ/ｈまで、 
左端部装置は車速 
１０ｋｍ/ｈまで正常 
に回避 

子供が隠れて 
見えない位置 

■北海道の国道、道道および市道（札幌市）で発生した除雪車が関係す
る事故の形態などの分析を行った。 
  国道の事故は「追突された」、「自損」、「接触された」が、札幌市の市
道の事故では「接触した」、「自損」の割合が高くなっている。道道の事故
は「接触した」、「自損」、「接触された」の割合が高く、国道と 
市道双方の特色を合わせ持った中間的な傾向が見られた。 
  「自損」事故の衝突頻度の高い道路構造物等は、橋梁地覆、 
縁石、マンホール蓋縁枠で、それに衝突する除雪装置の部位 
は、車両前方にある装置の左・右端部であることがわかった。 
■作業（走行）中の除雪車周囲の一般車両の行動特性を把 
握するために、一般ドライバーへのアンケート調査および除 
雪車に取り付けたドライブレコーダーの映像分析を行った。 
  一般ドライバーは、除雪車の特殊な動きを危険に感じてい 
ること、除雪車の後ろに付いたとき直ぐには追い越さずに様子 
を見ることなどの特性がわかった。 

 積雪寒冷地では、除雪車が関係する交通事故が毎年発生している。北海道の国道に
おける除雪車の交通事故件数は年に２０件前後で、その内、人身事故は１～２件発生し、
数年に一度は死亡事故が起きている。 
 除雪車は車両質量が大きく、除雪装置等の突起物があるため、事故の相手側の被害
が大きくなる傾向がある。一方、事故で除雪車が損傷すると、除雪車自体の修理中は稼
働できないため、除雪体制の確保に支障をきたす事態となる。 
 交通事故による相手側の被害を減らすとともに、除雪車自体の損傷 
による不稼働状態を回避して円滑な道路交通を確保するためには、 
除雪車が関係する交通事故を減少させる技術や手法が必要である。 
 

 研究の背景 

 除雪車が関係する交通事故の特徴 

 事故対策に有効な技術および手法の検証 

検 索 寒地機械 国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所 寒地機械技術チーム 
TEL:011-590-4049    http://kikai.ceri.go.jp/ 

「追突された」 
「接触された」 
   事故 

  「自損」 
   事故 

 「巻き込み」 
   人身事故 

 除雪車周囲の
一般車両への
注意喚起 

除雪装置への
対策 

 除雪車死角
の把握、除雪
車の動きの特
殊性や危険性
の啓蒙 

■一般車両への注意喚起技術について、北海道内の一般ドライバー１０００人を対象にしたＷｅｂ
アンケート調査を行い適用性を評価 
  カーナビゲーション（＋ＶＩＣＳ）、除雪車のＬＥＤ後部標識、道路情報板が有効 

■一般に知られている車両前後の死角に加え、 
タイヤと車両側面の死角における大人（身長１７０ｃｍ） 
と子供（身長１２０ｃｍ）の見え方を検証 
  除雪車の大きさによっては、子供はタイヤの陰に 
完全に隠れてしまうことを確認 
  除雪車に対する注意喚起リーフレットを作成し、情報提供 
 
  

除雪車が右折中に衝突された事故 

北海道の国道の事故 
（Ｈ１７～Ｈ２５年度 １６９件） 

札幌市の市道の事故 
（Ｈ１９～Ｈ２５年度 ８３件） 

事故の特徴 有効な事故対策 有効な事故対策の検証および実施 

 除雪車の自損事故 

 衝突した敷鉄板の隅 

右端部 左端部 

Ｉプラウ衝撃緩衝装置 

右端部装置の回避動作
（縁石） 

左端部装置の回避動作 
（マンホール蓋縁枠） 

除雪車の事故
対策資料作成 
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